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Q　�利用できる施設が産婦人科 6カ所、助産院など 45カ所�
と大幅に増えているが、どのように取り組んだのか。

A　�県助産師会とも契約でき、近隣市町から県内に利用施
設が拡がった。

Q　�前年度と比べると利用者が増えているが、その理由は何か。
A　�自己負担額の軽減をしたことが大きい。また、利用施
設が増えたことや相談の機会を増やし周知に努めてい
ることが挙げられる。

産後ケア事業は、出産後１年以内の母子に対し
て、助産師などの専門職が心身のケアや育児サ
ポートなどの支援を行うサービスです。

福岡県では、人工呼吸器を装着している特別な配
慮を必要とする難病の患者に対して、在宅で適切
な医療の確保を図ることを目的に「在宅人工呼吸
器使用患者支援事業」を実施しています。

Q　�在宅の障がいのある人に対し、日常生活の利便性
の向上などを図るために支援を行っているが、災
害などによる停電時に、在宅人工呼吸器使用患者
の命を守るため、非常用電源購入の補助について、
町はどのように考えているか。

A　�非常に重要だと
認識している。

　　�福岡県内でも実施
している自治体が
あるので、非常用
電源購入補助の
導入に向け調査し
て進めていく。

岡垣町の決算審査の流れ

産後ケア事業がさらに充実
令和５年度と比較して

在宅福祉給付サービスの
さらなる充実を

非常用電源の購入費用の補助
監査での審査を経て、決算認定議案を町長が議会
に提出する。

決算審査の議案

役場新館３階の第２・第３委員会室にて、町長を
はじめ担当課へ詳細な質疑などを行う審査。議案
を委員会で審査し、可否を決める。

連合審査会で各決算を審査・採決

役場新館３階の議場（傍聴席は４階）で、連合審
査会の審査内容を報告。それぞれの議案に対して、
賛成・反対の立場から討論。委員会報告や討論な
どを踏まえ、各議案の可否を議決する。

※議決の状況は８ページに掲載

本会議で審査結果を報告・討論・採決

まちのアレコレ、どうなっているの？

おもな決算審議内容
下記の二次元コードから本会議の様子を動画で公開中

９/５定例会初日 ９/18 定例会最終日

　町に入ってくるお金や、使い道が
正しいかどうかを調べるのが決算で
す。町議会では、町長が提案する決
算がどのような内容か、執行内容が
妥当であるか、細部にわたり審査す
るため、決算は総務産業常任委員会
と文教厚生常任委員会の連合審査会
を開き、議員全員で審議しています。

2定例会　概要



自然環境学習事業は、特色のある教育を推進し、町
の魅力ある自然環境に触れることで、子どもたちが
将来も岡垣町に住み続けたくなる愛郷心を育むこと
を目的としています。

サンリーアイ図書館には、一般図書や児童書コー
ナー、AVコーナーなどを設置しています。また、
乳幼児期から本に親しめる環境づくりを行ってい
るほか、電子図書館を運営しています。

老朽化したガードレールなどの更新や新設を行う
ことで、安全な道路環境を維持し、交通事故を未
然に防止するとともに、住民を事故から守ります。

Q　�サンリーアイ図書館では書籍を年間2191冊購入
している一方で、除籍本は 2749 冊ある。除籍し
た本はどのように有効活用されているのか。

A　�教育機関に必要な本
を選んでいただいた
後、図書館まつりな
どで本のリサイクル
として必要な方にお
譲りしている。

Q　�通学路の中で白線が消えかかった横断歩道が見
受けられるが、それらの対応はどのようになっ
ているのか。

A　�横断歩道に関して
は警察署の管轄で
あるため、町とし
ても引き続き要望
していく。

Q　�自然体験学習を実施している自治体は、子ども
の学力向上につながるデータがあるが、岡垣町
ではどうか。

A　�直近の全国学力
テストでは、全
教科全国平均を
上回っていた。

図書の有効活用を
サンリーアイ図書館

通学路の安全対策を
交通安全対策で安心なまちづくり

地域特性を生かした学校教育
自然環境学習事業で学力向上

一般会計決算　127億 5761万円
フカボリ決算 ～知っているようで知らない。決算ってどんなことをしているの？～

　９月議会では連合審査会を開催し、２日間にわたり慎重に令和６年度決算を審議しました。一般会
計決算の実質収支は５億8616万８千円の黒字となり、各会計の決算とともに認定しました。今号は、
決算の流れや各議員の討論（６・７ページ）を紹介します。

監査意見３つのポイント

① 予算執行について
予算の目的に沿った執行、正確性、事務処理の適否など
について、いずれも誤りはなく、正確であることを認めた。

② 財政運営について
令和６年度は、単年度収支で黒字を確保し、財政調整
基金の取り崩しをせず、基金の積み立てを行うなど、
健全な財政運営が図られている。しかし、財源の偏重
を是正し、安定した自主財源の確保が課題である。

③ 今後について
物価高騰や円安の影響、公共施設の老朽化対応など、
さらなる歳出の増加が見込まれるため、効率的かつ計
画的な財政運営、最小の経費で最大の効果を上げる施
策運営を進める必要がある。持続可能なまちづくりと
財政基盤の確立に向け、これらの対応を計画的かつ着
実に推進してほしい。

3 定例会　概要



Q　�来場者や経済効果はどれくらいだったのか。
A　�来場者は福岡県の発表によると、岡垣・宗像合
わせて３万5000人だった。経済効果については、
はっきりとした数字は把握していないが、売上
げが倍増した所もあると聞いている。

Q　�開催後に関係者からどんな課題が出されたか。
A　�全体的な規模が
分かりづらかっ
たため、事前対
応が難しかった
との意見が出さ
れた。

Q　�農業従事者の負担軽減のために、ラジコン式草
刈機を購入されたが、利用するために講習を受
けた方はどれくらいいるのか。

A　�８集落の関係者が講習を受けた。
Q　�ラジコン式草刈機を利用する場合、事前に予約

が必要となっている。作業は天気に左右される
ため、臨機応変にできないのか。

A　�委託先であるシ
ルバー人材セン
ターと協議し、
貸し出しできる
ようであれば対
応していきたい。

マイナビ ツール・ド・九州の効果や課題は
観光客の増加に向けて

ラジコン式草刈機の貸し出しを柔軟に
ため池維持補修

ため池を適切に維持管理し、良好な状態に保つことで、
用水を確保し、安定した農業支援活動につなげます。

マイナビ ツール・ド・九州 2024 福岡ステージの
開催に伴い、観戦エリアを３カ所設置してさまざ
まなイベントを行ったほか、特別観覧席を設置す
るなど大会の盛り上げに大きく寄与しました。

Q　�前年度に比べて約１億円減額となっているが、原因は
何か。

A　�あまおうの育成不良に起因する配送遅延・品質低下・
レビューの低下などによるものである。

Q　�今後はどのように取り組んでいくのか。
A　�広告・宣伝を活発に行い、効果的に町の魅力を発信し
ていく。

おかがき応援寄附金を通じ、町の特産品などの
魅力を町外に発信することで、関係人口の増加
を図るとともに、寄附額の増加を図り、財源を
確保し、効果的な行政運営を推進しています。

おかがき応援寄附金が減少
今後の盛り返しに期待

区分 収入額 支出額 差引額

一般会計 135億 5648万 6087円 127億 5761万 5107円 7億 9887万 980円
特
別
会
計

国民健康保険事業 33億 1618万 6769円 30億 5018万 3289円 2億 6600万 3480円

後期高齢者医療 7億 2522万 507円 6億 9975万 4153円 2546万 6354円

公
営
企
業
会
計

水道事業
収益的収支 6億 1291万 5955円 5億 5251万 5241円 6040万 714円

資本的収支 2億 4455万　　　円 5億 1201万 8140円 ―

下水道事業
収益的収支 8億 9803万 7859円 8億 8364万 5367円 1439万 2492円

資本的収支 2億 7449万 9600円 5億 700万 4799円 ―

■会計別決算
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Q　�実施に踏み切った理由は何か。
A　�県で制度化されたので、県の財源を活用して子
育て支援を拡充した。

Q　�第２子についても保育料の無償化を考えている
のか。

A　�財政負担が大きく、町単独での実施は難しいため
県に要望している。

Q　�町民体育館と武道館への空調設置の調査設計委
託料が計上されているが、今後のスケジュール
はどうなっているのか。

A　�令和７年度末までに設計を完了し、順次工事を
進めていく。

Q　�設置されるまで、小中学校のスポットクーラー
を活用してはどうか。

A　�体育館だけでなく校舎でも使っており、今後の
使用状況をみて学校に移動が可能か相談したい
と考えている。

第３子以降の保育料無償化へ
� 199万円

空調設置に向けて
�調査設計委託料 1440万円

熱中症対策の一環として町民体育館と武道館にも空
調が設置されます。

令和７年９月から第３子以降の保育料無償化が実
施されました。既に保育料を支払っているご家庭
に返金します。また、保育所には無償化の影響を
受ける分について委託料の増額を行います。

令和７年度岡垣町一般会計補正予算

補正予算３億2690万円を追加

Q　�これから台風などが発生すると二次被害の可能性も
考えられるが、その対策はしているのか。

A　�応急措置は実施している。

Q　�残りの約２億円は、いつ頃補正するのか。
A　�国の災害査定の結果を受けてから、復旧工事の

設計が終わった段階で、補正予算として計上する。

８月９日からの大雨によって、町内約 200 カ所で
災害が発生しました。被害の復旧にかかる全体費用
は、約５億円を見込んでいます。これまでに災害応
急対応として、約 1400 万円を支出しています。今
回の補正予算では、災害復旧に必要な費用として約
２億 8000 万円を計上しました。

大雨被害の復旧に向けて
� ２億8043万円

補正予算とは、当初予算を調製した後の災害の
発生、法制度などの改正、経済情勢の変動など
の理由によって、収入の変動や経費の過不足に
対処するために、既定予算を補正して増額や減
額、その他の変更を加える予算のことです。

5 定例会　概要
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急
に

安
心
で
き
る
町
と
し
て

子
育
て
支
援
を
評
価

歳出127億5761万円の使い道

８人が思いを述べた賛成のPointを紹介

全文はYouTubeで15分頃から始まります

賛 

成
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令和６年度一般会計決算　議員による討論
一般会計は、町税や国庫・県支出金などの収入をもとに、教育・福祉や道路・
公園の整備など、主に町の基本的な行政サービスを行う会計です。

全員賛成

　

令
和
６
年
度
は
、
物
価
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
な
ど
住
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

町
で
は
、
子
ど
も
医
療
費
の
見

直
し
や
給
食
費
補
助
、
自
治
区
の

負
担
軽
減
に
も
取
り
組
ん
だ
。
福

岡
県
全
体
と
比
較
し
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
圧
の
数
値

が
基
準
を
超
え
る
方
の
割
合
が
高

く
、
未
治
療
者
が
多
い
と
い
う
課

題
に
着
目
し
、
広
報
お
か
が
き
で

の
周
知
に
よ
り
健
康
へ
の
意
識
を

促
し
た
。
こ
の
よ
う
に
子
育
て
世

帯
や
高
齢
者
を
は
じ
め
、
住
民
に

寄
り
添
っ
た
着
実
な
施
策
を
展
開

さ
れ
た
。

　

今
後
も
、
住
民
に
寄
り
添
っ
た
、

よ
り
一
層
安
定
し
た
町
政
運
営
を

求
め
賛
成
す
る
。

　

歳
出
・
歳
入
と
も
に
令
和
２
年

度
決
算
に
次
い
で
過
去
２
番
目
の

規
模
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
わ
た
る
子
育
て
支
援
策
を
、「
子

育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
し
て

計
画
的
に
実
施
し
、
保
育
料
の
軽

減
や
子
ど
も
医
療
費
の
自
己
負
担

額
の
軽
減
、
中
学
校
給
食
費
の
半

額
補
助
な
ど
を
行
っ
た
。
児
童
生

徒
な
ど
へ
の
支
援
体
制
の
強
化
を

図
っ
た
こ
と
は
高
く
評
価
で
き
る
。

さ
ら
に
、
健
康
づ
く
り
や
高
齢
者

福
祉
事
業
な
ど
を
推
進
し
た
。
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま

ち
づ
く
り
に
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

　

ま
ず
、
海
老
津
駅
周
辺
事
業
は

町
の
将
来
を
左
右
す
る
大
き
な
事

業
で
あ
る
。
町
民
に
し
っ
か
り
と

理
解
と
納
得
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、

丁
寧
な
情
報
発
信
と
説
明
を
お
願

い
し
た
い
。

　

次
に
、
庁
舎
内
の
連
携
に
つ
い

て
、
職
員
間
や
各
課
の
取
り
組
み

が
よ
り
円
滑
に
な
り
、
情
報
共
有

が
さ
ら
に
密
に
な
る
こ
と
で
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

　

物
価
高
騰
対
策
や
社
会
保
障
関

係
費
の
増
加
と
い
う
厳
し
い
状
況

の
中
、
基
金
の
積
立
や
単
年
度
収

支
の
黒
字
の
確
保
に
努
め
、
健
全

な
財
政
運
営
を
進
め
た
点
を
評
価

し
賛
成
す
る
。

　

実
質
収
支
は
約
５
億
８
千
６
百

万
円
、
実
質
単
年
度
収
支
も
財
政

調
整
基
金
に
依
存
せ
ず
約
１
億
５

千
百
万
円
の
黒
字
で
あ
り
、
健
全

な
財
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
や
数
十
年
先
を
見
据

え
、
無
駄
な
出
費
を
抑
え
つ
つ
、

財
政
安
定
化
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
る
。
特
に
施
策
を
成
果
報
告
書

で
整
理
し
、
進
捗
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
評

価
す
る
姿
勢
は
極
め
て
分
か
り
や

す
い
。
か
ね
て
よ
り
町
民
か
ら
の

要
望
が
強
か
っ
た
プ
ー
ル
整
備
も

実
現
し
、
外
部
活
力
の
導
入
も
行

わ
れ
た
。

　

今
後
は
、
岡
垣
中
学
校
を
は
じ

め
と
す
る
教
育
施
設
整
備
が
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
将
来
に
備
え
財

政
基
盤
を
よ
り
一
層
強
化
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
賛
成
す
る
。

三み

隈く
ま

千ち

恵え

子こ

　
議
員

細ほ
そ

山や
ま

田だ

　
修お

さ
む

　
議
員

安あ

里さ
と

　
雅ま

さ

恵え

　
議
員

太お
お

田た

　
強つ

よ
し

　
議
員

着
実
な
施
策
を
評
価

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま
ち
へ

住
民
理
解
と
庁
内
連
携
に
期
待

財
政
基
盤
の
強
化
を

7 討論



議決の状況
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠

内　　　容 結果

川
地　

啓
輔

廣
渡　

裕
次

森
山　

浩
二

神
崎　

宣
昭

平
山　

正
法

三
隈
千
恵
子

太
田　
　

強

谷
口　

貴
之

広
渡　

輝
男

細
山
田　

修

安
里　

雅
恵

横
山　

貴
子

三
角　

善
彦

第
３
回
定
例
会

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
裁
決
」
と
し
て
表
明

岡垣町議会議員及び岡垣町長の選挙における選挙運動の公費負
担に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部を改正する条例

賛成多数可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡垣町手数料条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年度　岡垣町一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年度　岡垣町水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度　岡垣町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認
定について 賛成多数認定 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 賛成多数認定 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度　岡垣町水道事業会計利益の処分及び決算認定について 可決及び認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度　岡垣町下水道事業会計利益の処分及び決算認定について 可決及び認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和７年度　岡垣町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度決算に基づく健全化判断比率等の報告について 報告 － － － － － － － － － － － －
令和６年度　公益財団法人岡垣サンリーアイ文化スポーツ振興
財団決算報告について 報告 － － － － － － － － － － － －

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択
を求める陳情書 不採択 ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ●

報告事項は採決を行わないため「－」で表記しています。

会議録 議会中継

検索はこちらから

前定例会終了後の本会議・委員会・協議会などについてお知らせします。
日付 会議など 議題など

7月30日 その他 鹿児島県さつま町議会視察受入れ

8月6日 議会広報（協） 住民懇談会・行政視察研修

8月20日 議会運営 第３回定例会運営

8月21日 研修会 町村議会1期目議員等研修会

8月27日 研修会 議運・常任委員長・副委員長研修

8月27日 議会運営（協） 議長からの諮問協議
9月5日
～ 18日

第３回定例会
（14日間）

本会議・一般質問・委員会・全員協議会・
委員会協議会

9月19日 議会運営（協） 議長からの諮問協議・行政視察研修

9月25日 議会広報 議会だより編集

9月30日 議会広報 議会だより編集

議 会 の 動 き 次回定例会は
12月５日（金）

開会の予定です
傍聴または議会中継でどうぞ

8議決の状況・議会の動き
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　 

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

録画データを視聴
できます

ページ 議員氏名 内　　容

９ 平山　正法 　１．熱中症対策について
　２．高齢者福祉について

10 川地　啓輔 　１．住民の生活の充実について

議員町長
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
は

現
在
、
進
め
て
い
る

平
ひら

山
やま

　正
まさ

法
のり

 議員

平
山

６
月
か
ら
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
対

策
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

従
業
員
の
健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
、
適
切

な
空
調
設
備
の
導
入
や
管
理
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
岡
垣
町
で
の
対
応
や
周

知
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長

熱
中
症
対
策
の
義
務
化
に
つ
い
て

は
、
本
町
職
員
に
お
い
て
も
改
正
規
則
に
基

づ
き
、
職
員
の
安
全
を
守
る
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
よ
っ
て
、
厚
生
労
働
省
が
示
し
て
い
る

資
料
を
周
知
し
て
、
各
職
場
で
の
熱
中
症
対

策
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
改
正
規

則
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
た
職
場
で
の
体

制
整
備
や
具
体
的
な
手
順
の
作
成
に
つ
い

て
、
現
在
進
め
て
い
ま
す
。

平
山

補
聴
器
購
入
の
補
助
制
度
を
導
入
す

る
に
あ
た
り
、
介
護
保
険
の
保
険
者
機
能
強

化
推
進
交
付
金
が
活
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
を

活
用
す
れ
ば
、
町
の
負
担
も
少
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
交
付
金
を
活
用
し
て
補
聴
器
購

入
の
補
助
制
度
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
も

増
え
て
い
ま
す
の
で
、
岡
垣
町
で
も
補
助
制

度
を
導
入
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

町
長

保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
を
活

用
し
て
補
聴
器
購
入
補
助
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
の
継
続
性
に
は
不
確
実
な
部

分
が
あ
る
も
の
の
、
近
隣
の
市
町
で
も
交
付

金
を
活
用
し
た
補
助
制
度
が
導
入
さ
れ
る
な

ど
、
全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
在
本
町
に
お
い
て
も
、
補
助

制
度
の
導
入
に
向
け
、
開
始
時
期
も
含
め
て

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

職場における熱中症対策（厚生労働省HPから）

9 町政を問う　一般質問



川
地

山
田
小
学
校
の
１
・
２
年
生
の
教
室

は
仕
切
り
が
な
い
の
で
、
授
業
中
に
落
ち
つ

き
が
な
く
集
中
力
が
身
に
つ
か
な
い
と
の
意

見
も
聞
き
ま
す
。
仕
切
り
の
あ
る
教
室
に
変

更
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

教
育
長

応
急
的
な
措
置
と
し
て
２
学
期
か

ら
他
施
設
で
保
管
し
て
い
た
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
補

助
金
な
ど
の
活
用
を
模
索
し
つ
つ
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
間
仕
切
り
を
設
置
で
き
る

よ
う
町
長
部
局
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

川
地

山
田
峠
に
歩
道
橋
が
建
設
さ
れ
る
予

定
で
す
が
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
し
て

の
利
便
性
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長

高
齢
者
や
車
イ
ス
利
用
者
な
ど
へ
の

配
慮
も
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

事
業
主
体
で
あ
る
国
に
対
し
て
は
、
地
域
の

実
情
や
実
際
に
利
用
す
る
住
民
の
声
を
的
確

に
把
握
し
た
上
で
協
議
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

川
地

鍋
田
交
差
点
は
小
中
学
生
の
通
学
路

で
、
県
道
を
通
る
車
が
朝
は
多
く
、
か
な
り

危
険
な
場
所
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る

対
処
法
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長

大
型
車
を
含
む
交
通
量
が
依
然
と
し

て
多
く
、
歩
行
者
に
と
っ
て
危
険
が
高
い
交

差
点
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
特
に
登
校
時
間

帯
に
は
、
福
岡
方
面
か
ら
国
道
４
９
５
号
方

面
へ
左
折
す
る
車
両
が
多
数
見
受
け
ら
れ
、

見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら
も
心
配

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
県

土
整
備
事
務
所
に
対
し
て
、
現
道
交
通
の
分

散
と
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
岡
垣
宗
像
線

バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
を
要
望
す
る
と
と
も

に
、
歩
車
分
離
信
号
の
設
置
に
つ
い
て
警
察

と
協
議
を
進
め
ま
す
。

議員町長
歩
道
橋
の
利
便
性
に
つ
い
て

利
用
す
る
住
民
の
声
を
的
確
に

把
握
す
る

川
かわ

地
ち

　啓
けい

輔
すけ

 議員

体を張って子どもたちを守っています（鍋田交差点）

岡垣町議会住民懇談会「議員と語ろう」

テーマ「海老津駅周辺について」
皆さんのご意見を聞かせてください

11月18日（火）午後６時30分
東部公民館 大会議室、受付は午後６時から
変更

10町政を問う　一般質問



議
会
広
報
常
任
委
員
会

�

７
／
30

「
議
員
と
語
ろ
う
」が

�

評
価
さ
れ
ま
し
た

　

鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町
議
会
の
議
会
運

営
委
員
会
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会
の

皆
さ
ん
が
、
先
進
地
視
察
で
岡
垣
町
議

会
に
視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

視
察
の
目
的
は
、
住
民
懇
談
会
「
議

員
と
語
ろ
う
」
及
び
議
会
だ
よ
り
の

編
集
を
参
考
に
し
た
い
、
と
の
こ
と

で
、
所
管
で
あ
る
議
会
広
報
常
任
委

員
会
が
対
応
し
ま
し
た
。

　

視
察
の
受
け
入
れ
に
対
応
す
る
た

め
、
事
前
に
資
料
を
作
成
し
、
当
日

は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　

併
せ
て
、「
議
員
と
語
ろ
う
」
の
内

容
を
収
め
た
動
画
を
一
部
紹
介
し
た

の
ち
、
和
や
か
な
中
で
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
町
議
会
で
は
、
隔
年
で
町
民

と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
内
容
を
見
直
す
た

め
、
現
在
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
岡
垣

町
議
会
の
「
議
員
と
語
ろ
う
」
を
参

考
に
し
た
い
と
の
理
由
で
、
研
修
先

に
岡
垣
町
を
選
定
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

特
に
、
幅
広
い
年
齢
層
の
参
加
を

促
進
す
る
た
め
に
工
夫
し
て
い
る
こ

と
や
、
住
民
の
意
見
や
要
望
な
ど
を

ま
と
め
た
報
告
書
を
作
成
し
て
、
議

会
か
ら
町
長
へ
報
告
し
て
い
る
こ
と

が
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
で
は
、
議
会

事
務
局
に
頼
ら
ず
、
当
委
員
会
が
編

集
作
業
を
し
て
い
る
こ
と
、
議
会
中

で
も
委
員
が
何
度
も
集
ま
っ
て
打
ち

合
せ
な
ど
を
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か

れ
て
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
を
通
じ
て
、
私
た
ち
も

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
、「
議
員
と
語
ろ
う
」
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
テ
ー
マ
や
、
意
見
が
出
し

や
す
い
よ
う
な
企
画
や
運
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
つ
い
て
は
、

先
進
地
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
、

さ
ら
に
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を

発
行
で
き
る
よ
う
、
委
員
み
ん
な
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�
委
員
長　

平
山　

正
法

議
会
運
営
委
員
会

議
会
改
革
に
向
け
て

　
議
長
か
ら
議
会
運
営
委
員
長
に
10
項
目

の
議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
関
す
る
諮
問

書
が
６
月
６
日
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
諮
問
さ
れ

た
10
項
目
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。
答
申
期
限
は
令
和
８
年
３
月
31

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

頑張ってます！委員会活動
～鹿児島県さつま町議会 視察受け入れ～

11 委員会活動報告



この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活動
内容、町や議会への要望などを取材しています。

岡垣東中学校生徒会は、会長１人・副会長２人、
書記２人、総務・学習・文化・保健体育・厚生
委員長２人ずつの合計 15 人で構成しています。
活動内容は、掲示物貼りや挨拶運動、フラワー
アップチャレンジを行っています。また、月に
一度、生徒会役員の会議を行い、生徒総会や体
育祭などの準備をしています。

Ａ　�全校生徒が楽しく体育祭や文化祭などの行事ができ
るように、生徒会役員みんなで運営準備などを考え
る時が楽しいです。

Ｑ　�生徒会役員をしていて、大変だったことはありますか。

Ａ　�生徒会役員会で意見がまとまらないときが大変です。

Ｑ　この経験をどのように生かしたいですか。

Ａ　�高校生活でも人をまとめる力を生かしたいです。ま
た、人前で話すことにも慣れてきたので、高校生に
なっても生徒会に入りたいです。

Ｑ　岡垣町の好きなところはどこですか。

Ａ　�自然が多くて、海など行きたい所に自転車ですぐ行
けることです。また、川がきれいで、鳥など生き物
が多いところです。

Ｑ　なぜ、生徒会役員になろうと思ったのですか。

Ａ　�先輩方が学校のことについて説明している姿がかっ
こよくて、私もみんなの役に立ちたいと思ったから
です。

Ｑ　�生徒会役員をしていて、良かったことや楽しかった
ことはありますか。

緊張しながらも質問に答えてくれる皆さん

全体を見ながら掲示物を貼っています

佐藤副会長

内田書記

岩﨑書記

岩﨑副会長
三浦会長

挨拶運動では返事を返してくれる人が増えました

フラワーアップチャレンジは、お花を
いっぱい咲かせる活動だって！
７月７日に取材したよ！

ちちいきのいきのちちからからびわりんびわすけの

12岡垣町イメージキャラクター
びわりん＆びわすけ
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The best to the future�〜未来ある学校へ〜

団体紹介：第23回　岡垣東中学校生徒会


